











A Statistical Observation of Crowns and Bridges in 1986 
Part 2 Bridge
KEIZO IWAI YOSHIHITO TAKESHITA TAKAFUMI OHMIZO
YOSHIKAZU ISHIHARA YOSHIHIRO TAKAHASHI HARUO MIYAZAKI


































































































調査年 3 4 5 6 7 8以上 計
年　代
20歳未満 昭61 5 1 3 1 10
（2．38） （ 0．48） （ 1．43） （0．48） （ 4，76）
昭60 8 1 1 3 13
（3．08） （ 0．38） （ 0．38） （ 1．15） （ 5．00）
20歳　代 昭61 36 2 4 2 44
（17．14） （ 0，95） （ 1．90） （ 0．95） （20．95）
昭60 40 8 1 1 50
（15．38） （ 3．08） （ 0．38） （0．38） （19．23）
30歳　代 昭61 53 11 6 2 1 73
（25．24） （ 5，24） （ 2．86） （ 0．95） （ 0．48） （34．76）
昭60 55 13 10 3 1 1 83
（21．15） （ 5，00） （ 3．85） （ 1．15） （ 0．き8） （0．38） （31．92）
40歳　代 昭61 27 6 1 2 1 37
（12．86） （ 2．86） （ 0．48） （ 0，95） （0．48） （17．62）
昭60 31 16 3 3 1 54
（11．92） （ 6．15） （ 1．15） （ 1．15） （ 0．38） （20．77）
50歳　代 昭59 18 5 4 1 28
（8．57） （ 2，38） （ 1，90） （ 0，48） （13．53）
昭60 23 9 5 2 1 40
（8．85） （ 3．46） （ 1．92） （ 0．77） （0．38） （15．38）
60歳　代 昭61 14 2 1 17
（6．67） （ 0．95） （ 0，48） （ 8，10）
昭60 9 4 1 1 15
（3．46） （ 1．54） （ 0、38） （0．38） （ 5．77）
70歳　代 昭61 1 1
（0．48） （ 0，48）
昭60 2 3 5
（0．77） （ 1．15） （ 1．92）
80歳以上 昭61
昭60
計 昭61 154 27 16 9 2 2 210
（73．33） （12．86） （ 7，62） （ 4．29） （ 0．95） （0．95） （100．00）
昭60 168 54 20 12 2 4 260









































調査年 1 2 3 4 5 計
年　代






昭60 9 2 2 13
（ 3．46） （ 0．77） （ 0．77） （ 5．00）
20歳　代 昭61 39 5 44
（18．57） （ 2．38） （20．95）
昭60 43 6 1 50
（16．54） （ 2．31） （ 0．38） （19．23）




昭60 68 12 3 83
（26．15） （ 4．62） （ 1．15） （3L92）
40歳　代 昭61 32 4 1 37
（15．24） （ 1．90） （ 0．48） （17．62）
昭60 45 8 1 54
（17．31） （ 3．08） （0．38） （20．77）




昭60 33 6 1 40
（12．69） （ 2．31） （ 0．38） （15．38）
60歳　代 昭61 16 1 17
（ 7．62） （ 0．48）
（
8．10）
昭60 12 2 1 15
（ 4．62） （ 0．77） （ 0．38） （ 5．77）
70歳　代 昭61 1 1
（ 0，48）
（ 0．48）
昭60 4 1　、 5




計 昭61 177 29 3 1 210
（84．29） （13．81） （ 1．43） （ 0，48） （100．00）
昭60 214 37 8 1 260


















































































































































































































































































































































































































































































































































































20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代
@　、
50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 計
全部鋳造冠 昭61 2 27 70 48 47 20 1 215
（0．41） （5．56） （14．40） （9．88） （9．67） （4．12） （0．21） （44．24）
昭60 3 46 96 76 60 24 8 313
（0．48） （7．32） （15．29） （12．10） （9．55） （3．82） （1．27） （49．84）
前装冠 昭61 6 25 41 23 16 10 121
（1．23） （5．14） （8．44） （4．73） （3．29） （2．06） （24．90）
昭60 7 22 54 33 27 12 3 158
（1．11） （3．50） （8、60） （5．25） （4．30） （1．91） （0。48） （25．16）
既製陶歯前装冠 昭61
昭60
レジン前装冠 昭61 6 4 11 9 10 40
（1．23） （0．82） （2、26） （1．85） （2．06） （8．23）
昭60 4 7 5 2 18
（0．64） （1．11） （0．80） （0．32） （2．87）
陶材溶着鋳造冠 昭61 21 30 23 7 81
（4．32） （6．17） （4．73） （1．44） （16．67）
昭60 7 22 50 26 22 10 3 140













一部被覆冠 昭61 22 47 54 15 3 6 1 148
（4．53） （9．67） （11．11） （3．09） （0．62） （1．23） （0．21） （30．45）
昭60 22 44 50 23 14 2 1 156


















昭60 32 112 200 133 101 38 12 628









全部鋳造冠 昭61 121 94 215
（24．90） （19．34） （44．24）
昭60 155 158 313
（24．68） （25．16） （49．84）
前装冠 昭61 43 78 121
（8．85） （16．05） （24．90）




レジン前装冠 昭61 23 17 40
（4．73） （3。50） （8．23）
昭60 5 13 18
（0．80） （2．07） （2．87）
陶材溶着鋳造冠 昭61 20 61 81
（4．12） （12．55） （16．67）














一部被覆冠 昭61 89 59 148
（18．31） （12．14） （30．45）
昭60 73 83 156
（11．62） （13．22） （24．84）







































































調査年 3十3 54145 8－616－8 8十8 3十3 54145 8－616－8 8十8 8十8
種　類 8十8
全部鋳造冠 昭61 36 47 83 1 63 68 132 215
（7．41） （9．67） （17．08） （G．21） （12．96） （13．99） （27．16） （44．24）
昭60 61 72 133 74 106 180 313





















































昭60 14 1 1 16 2 2 18


















昭60 91 11 5 107 14 12 7 33 140









継続歯 昭61 1 1 1 1 2
（0．21） （0．21） （0．21） （0．21） （0．41）




















昭60 49 24 10 83 13 38 22 73 156

















































































































































































































































































































ｲ査年 旦 幽 旦 諏 誠 百 帯
20歳未満 昭61
　　　5
i2．02）
（
20．81）
（
72，82） 　　　5
i2．02）
（
3L21） 　　　8
i3．23） （
15
U，05）
昭60
　　　9
i2．85） （
30．95）
（
12
R、80）
　　　3
i0．95） （
10．32）
（
30．95） 　　　7
i2．22） （
19
U．01）
20歳代 昭61
　　13
i5．24）
（
72，82）
（
31．21）
（
23
X．27）
　　　1
i0．40）
（
62，42）
（
19
V．66）
　　26
i10．48）
（
49
P9，76）
昭60
　　　7
i2．22） （
13
S．11） （
92．85）
（
29
X．18） （
92．85）
（
20
U．33）
　　29
i9．18） （
58
P8．35）
30歳代 昭61
　　22
i8．87）
（
19
V．66） （
14
T．65） （
55
Q2，18）
（
20，81）
（
30
P2．10）
　　32
i12．90） （
87
R5．08）
昭60
　　21
i6．65） （
16
T．06） （
15
S．75） （
52
P6．46）
　　　2
i0、63）
（
10
R．16） （
37
P1．71）
　　49
i15、51） （
101
R1．96）
40歳代 昭61
　　　9
i3．63）
（
14
T．65） （
41．61）
（
27
P0，89）
（
16
U．45） （
17
U．85）
　　44
i17．74）
昭60
　　　9
i2．85） （
11
R．48） （
12
R．80） （
32
P0、13）
　　　5
i1．58） （
72．22）
（
20
U．33）
　　32
i10．13） （
64
Q0．25）
50歳代 昭61
　　　6
i2．42）
（
41．61）
（
62．42）
（
16
U．45） （
72．82）
（
11
S．44）
　　18
i7．26）
（
34
P3．71）
昭60
　　　9
i2．85） （
12
R．80） （
82．53）
（
29
X．18）
　　　1
i0．32）
（
61．90）
（
13
S．11）
　　20
i6．33） （
49
P5．51）
60歳代 昭61
　　　3
iL21）
（
62．42）
（
20．81）
（
11
S．44）
　　　1
i0．40）
（
3L21）
（
31，21） 　　　7
i2．82）
（
18
V，26）
昭60
　　　5
i1．58） （
6L90）
（
41．27）
（
15
S．75） （
10．32）
（
30．95） 　　　4
i1．27） （
19
U．01）
70歳代 昭61 （
10，40）
（
10，40）
（
10，40）
昭60
　　　1
i0．32） （
20．63）
（
30．95）
（
20．63）
（
10．32） 　　　3
i0．95） （
61．90）
80歳以上 昭61
昭60
計 昭61
　　58
i23．39） （21
53
D37） （
29
P1．69）
（
140
T6、45）
　　　8
i3．23）
（
21
W．47） （
79
RL85）
　　108
i43．55）
　　248
i100．00）
昭60
　　61
i19．30） （19
63
D94） （
48
P5．19） （
172
T4．43）
　　11
i3．48） （
36
P1．39） （
97
R0．70）
　　144
i45．57）
　　316
i100．00）
（）　％
昭61：昭和61年
昭60：昭和60年
階級別装着頻度のところでも述べたように，50歳
代は喪失歯数も多くなり，床義歯を装着する患者
も増加する中で，固定性架工義歯を希望する患者
にたいして、器材や理論的進歩にとない技術的に
ロングスパンの架工義歯を作製，装着しやすく
なってきたことも一因として考えられる．
　架工歯数別装着頻度をみても，架工歯数1個の
ものが大部分を占めているが，これは先に述べた
ように，1歯欠損に対して施される架工義歯が多
いこと19～23｝から当然のことである．また，架工歯
数3個以上のものの占める割合が少ないことは，
数ユニットにわたる架工義歯を技術的に製作しや
すくなったといえ，補綴学的には3歯以上の欠損
にたいしては床義歯の方が有利と考えられる場合
が多いからであろう．
B．架工義歯支台装置について
　架工義歯支台装置の部位別装着頻度をみると，
上顎前歯部が最も高く，これは他の報告6・ll）にもみ
られた．昭和56年度歯科疾患実態調査報告18）によ
れば上顎前歯部の喪失する割合は，臼歯群に比較
して多いことはないが，患者の審美的意識や，臼
歯の場合遊離端欠損に対する床義歯による補綴も
多いこと16’17・21“’23）などが，上顎前歯部の頻度が最
も高くなる一因になり得ると思う．
　支台歯の生、失活歯別装着頻度では，生活歯支
台のものが53．70％と失活歯を上回ったが，昭和
58～同60年の過去3年間における調査4～6）では失活
歯が生活歯を上回っていた．近年，歯内療法処置
の発達などにより失活歯の利用率が高まっている
が，架工義歯の支台歯は架工歯の維持が主たる目
326 岩井他二昭和61年における冠・架工義歯補綴に関する統計的観察　その2
的であるため，健全な生活歯利用も多いことが考
えられる．支台装置の生，失活歯別頻度をさらに
部位別にみると，下顎歯における生活歯の頻度が
高い．この傾向は他の報告2・‘・5・9）にもみられ，下顎
臼歯の早期欠損18）および残存する下顎前歯が生活
歯である割合が高いことが一因であろう．
　支台装置の種類別装着頻度についてみると，全
部鋳造冠が最も高い構成率を示しているのは，他
の報告1～6・S・9・11・13・14・19・2°・23）と同様である．次にレジ
ン前装冠の構成率をみると，昭和60年の報告6）で
は2．87％であったのが8．23％と高まっている．歯
群別にみると上顎前歯部において著しい．これは，
昭和61年より保険制度の改正でレジン前装冠の利
用が前歯部において認められたことによるもので
あろう．
C．支台築造体について
　支台築造体の種類別築造頻度をみると，キャス
トコアーが87．89％と大部分を占め，他の報
告1－’6・25）と同様の傾向を示している．アマルガム，
レジソ，セメントなどの練成築造材は，残存歯質
の量や，隔壁使用の適否によって適応範囲が限ら
れるが，キャストコアーの場合実質欠損の少ない
ものから，歯頚部付近にまで及ぶ大きな実質欠損
に至るまで，ほとんどの症例に応用できること26），
また大学病院が教育病院としての性格上，基本的
な築造法であるキャストコアーを教育しているこ
とも一因になっているであろう。
　部位別築造数をみると，上顎前歯部が最も多く，
以下，下顎大臼歯部，上顎小臼歯部，下顎小臼歯
部，上顎大臼歯部，下顎前歯部の順となるが，表
4，6が示すように，支台装置の装着数が多く，
かつ失活歯の多い部位が多くなっていることから
うなずける．
　支台装置の種類別の築造数をみると，一部被覆
冠の築造数はわずか1．35％であったが，これは一
部被覆冠が，実質欠損の少ない生活歯支台に装着
されることが多いことからすると当然の成績であ
る．
D．架工歯について
　架工歯の装着頻度を年齢階級別にみると，30歳
代が最も多く，次いで20歳代，40歳代，50歳代と
続いているが，表1に示されているように架工義
歯自体の装着数が，30歳代が最も多く，以下，20
歳代，40歳代，50歳代と続いていることから理解
できる．
　架工歯の装着頻度を部位別にみると，下顎大臼
歯部が最も高く，最も低いのは下顎前歯部であり，
これは他の報告1“’6’8・1°・12“’14・19・2°・22・23）でも同様であ
る．昭和56年度歯科疾患実態調査報告18｝に示され
るように，下顎大臼歯の喪失する割合が高く，下
顎前歯部の喪失する割合が低いことから理解でき
る．しかしながら，表4をみると，架工義歯支台
装置の部位別装着数で最も多いのは下顎大臼歯部
ではなく上顎前歯部であった．これは，昭和56年
度歯科疾患実態調査報告18）に示されるように，下
顎臼歯部では喪失する歯種は第一大臼歯が多く，
支台歯として下顎小臼歯が一部利用されることが
多いのに対し，上顎前歯部では中切歯や側切歯の
欠損が多く，支台歯には上顎前歯部の歯種のみ利
用されることが多いことも，関係していると思わ
れる．
結 論
　松本歯科大学病院補綴診療科で昭和61年1月か
ら同年12月までの1力年に作製，装着された架工
義歯について調査を行ない，あわせて昭和60年の
成績と比較して以下の結果を得た．
　1．架工義歯の装着数は210装置で昭和60年度
に比べ50装置減少した．
　2．年齢階級別装着頻度では，30歳代が最も高
く，20歳代から50歳代までで86．67％を占めた．
　3．性別装着頻度では，昭和60年度では女性が
男性を上回ったが，昭和61年度では男性が女性を
上回った．
　4．ユニット数別装着頻度では3ユニットのも
のが73．33％と大半を占めた．
　5．加工歯数別装着頻度では，架工歯数1個の
ものが84．29％を占め，最多架工歯数は4個であっ
た．
　6．架工義歯支台装置について
　イ）歯群別装着頻度では，上顎前歯部が最も高
く，最も低かったのは下顎前歯部であった．
　ロ）生，失活歯別装着頻度では，昭和60年度で
は失活歯が生活歯より4．46％高かったのに対し，
昭和61年度では生活歯の方が7．40％高かった．
　ハ）支台装置の種類別装着頻度では，全部鋳造
冠が最も高い44．24％を占める一方，昭和60年度と
比較してレジン前装冠の構成率が増加した．
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　7．支台築造体についてはキャストコァーが
87．89％を占めた．
　8．架工歯については，部位別装着頻度におい
て下顎大臼歯部が最も高く，最も低いのは下顎前
歯部であった．
　9．その他の項目については昭和60年の成績と
同様の傾向を示した．
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